
社
会
評
論
　
第
184
号

表
紙
デ
ザ
イ
ン
・
追
川
恵
子
　
イ
ラ
ス
ト
・
金
山
政
紀

	

編
集
後
記   

176

●
巻
頭
エ
ッ
セ
イ
・
春
夏
秋
冬 

 

し
ゅ
ん
か
し
ゅ
う
と
う

︿
連
載
﹀

︿
読
者
の
た
よ
り
﹀

︿
波
来
土
の
漫
画
館
﹀	

波
来
土	

35

︿
イ
ラ
ス
ト
通
信
﹀	

広
浜
綾
子	

15

︿
読
者
会
か
ら
﹀
　
東
京
西
部 

	

174

ブ
レ
ヒ
ト
の
フ
ォ
ト
グ
ラ
ム『
戦
争
案
内
』に
つ
い
て

 

時
代
を
見
抜
く
力
を
培
う
た
め
に

文
化
活
動
家

井
野
茂
雄
136

進
行
す
る
総
動
員
体
制
と
女
性
の
た
た
か
い

 

２
０
１
６
国
際
婦
人
デ
ー
３・５
東
京
集
会
基
調
報
告

倉
田
智
恵
子
26

２
０
１
６
国
際
婦
人
デ
ー

東
京
集
会
実
行
委
員

戦
争
は
子
ど
も
・
女
性
・
非
戦
闘
員
を
守
ら
な
か
っ
た

 

東
京
大
空
襲
と
戦
争
孤
児

金
田
茉
莉
54

戦
争
孤
児
の
会
代
表

歴
史
は
墨
で
塗
り
つ
ぶ
せ
な
い

 

日
本
軍「
慰
安
婦
」問
題
の
解
決
を

中
原
道
子
36

「
戦
争
と
女
性
へ
の
暴
力
」リ
サ
ー
チ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー（
Ｖ
Ａ
Ｗ
Ｗ 

Ｒ
Ａ
Ｃ
）共
同
代
表

156

岡
野
奈
保
美

『
母
ち
ゃ
ん
の
脱
出  

満
州
崩
壊 

─
─ 

沖
縄
の
琴
は
朝

鮮
に
ひ
び
い
た
』
文
化
活
動
家

仲
里
三
津
治 

著

152

伊
佐
眞
一

沖
縄

近
現
代
史
家

『
沖
縄  

抵
抗
主
体
を
ど
こ
に
み
る
か 

─
─ 

「
処
分
」、徴
兵
忌
避
、移
民
・

出
稼
ぎ
労
働
者
と
宮
城
与
徳
』

佐
々
木
辰
夫 

著

政
治 

	

〈
画
期
的
で
新
し
い
〉古
い
も
の 

─
─	

戦
争
法
反
対
運
動
の
中

に
見
ら
れ
る
思
想
課
題

労
働 

	

「
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」は
わ
れ
わ
れ
を
ど
こ
に
導
く
か 

─
─	

幻
想
を
持
た
ず
、運
動

を
強
化
し
前
進
し
よ
う

経
済	

	

新
た
な
恐
慌
の
始
ま
り	

─
─	

開
か
れ
た
投
資
市
場
・
中

国
を
見
つ
め
る
世
界
資
本

国
際	

	

闘
う
諸
国
民
の
視
点
か
ら
問
題
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い	

─
─	

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
争
奪
戦
争

の
下
で
作
り
出
さ
れ
た
難
民

ス
ポ
ー
ツ	

	

腐
敗
・
堕
落
で
危
機
的
状
況
に
陥
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
─
─
強
ま
る
国
家
・

資
本
の
介
入

美
術	

	

戦
時
期
の
時
局
絵
画	

─
─	

藤
田
嗣
治
と

井
上
長
三
郎

自
治
体

労
働
者

世
界
経
済

分
析

国
際
交
流

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

美
術
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ス
ト

神
奈
川

教
育
労
働
者

7478828892 67

藤
原
　
晃

吉
良
　
寛

小
野
利
明

富
山
栄
子

谷
口
源
太
郎

笹
木
繁
男

︿
特
集

女
性
が
き
り
ひ
ら
く
歴
史
・
平
和
・
権
利
﹀

︿
た
た
か
い
の
現
場
か
ら
の
報
告
─
─
２
０
１
６
国
際
婦
人
デ
ー

３
・
５
東
京
集
会
か
ら

﹀

︿
原
発
事
故
被
災
者
の
声	

⑪
﹀	

國
分
富
夫	

135

︿
表
紙
の
絵
に
つ
い
て
﹀	

近
藤
文
雄	

7

『
歴
史
家  

山
辺
健
太
郎
と
現
代
』

158

中
塚　

明 

編
著

日
本
コ
リ
ア

友
好
の
会

二
瓶
一
夫

154

川
平
成
雄 

著

近
現
代
史
研
究

井
上
敏
夫

『
沖
縄
　
空
白
の
一
年
─
─
１
９
４
５
―

１
９
４
６

』

160

吉
在
俊
・
李
尚
典 

著

李
東
埼 

訳　
　
　
　

国
際
政
治
研
究

沖
江
和
博

『
中
国
国
共
内
戦
と
朝
鮮
人
部
隊
の
活
躍
』

162

新
城
貞
夫 

著

歌
人

加
部
洋
祐

『
歌
文
集
　
ア
ジ
ア
の
片
隅
で
』

︿
労
働
者
通
信 

 

労
働
・
生
活
・
闘
争
の
現
場
か
ら
﹀

福
島
で
起
き
て
い
る
健
康
問
題

福
島
原
発
避
難
者

4

木
田
節
子

「
日
韓
合
意
」で「
慰
安
婦
」問
題
は
解
決
さ
れ
な
い
！
日
本
軍「
慰
安
婦
」問
題
・

関
西
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

9

方

清

子

留
学
同
結
成
七
〇
周
年
記
念
事
業
を
振
り
返
っ
て 

─ 

真
の
解
放
、真
の
独
立
と
は
？
在
日
本
朝
鮮
留
学
生

同
盟
委
員
長

11

金

賢

一
2

第
五
福
竜
丸
の
航
海
は
つ
づ
く 

 

第
五
福
竜
丸

展
示
館
学
芸
員

安
田
和
也

髙
嶋
伸
欣
114

︿
続
・
拉
致
問
題
で
歪
む
日
本
の
民
主
主
義	

�
﹀

安
倍
首
相
を
窮
地
に
追
い
込
ん
だ

蓮
池
透
氏
の
著
作

 

内
部
告
発
を
生
か
す
取
材
を
す
る
の
は
ど
の
メ
デ
ィ
ア
か
？

琉
球
大
学

名
誉
教
授

︿
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
独
り
言
﹀
　	

追
川
恵
子 	

176

井
桁
　
碧
14

「
戦
争
と
女
性
へ
の
暴
力
」リ
サ
ー
チ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
Ｖ
Ａ
Ｗ
Ｗ 

Ｒ
Ａ
Ｃ
）

誰
の
た
め
の
合
意
か 
─
─ 
日
韓「
合
意
」で
は
、加
害
国

日
本
の
責
任
は
果
た
せ
な
い

申

久

江

在
日
韓
国

民
主
女
性
会

17

停
戦
協
定
か
ら
平
和
協
定
へ
の
転
換
を 

─
─ 

在
日
コ
リ
ア
ン
の
人
権
と
朝

鮮
半
島
の
平
和
を
求
め
て

外
間
三
枝
子

沖
縄
・
一
坪
反
戦
地
主
会

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
共
同
代
表

20

沖
縄
戦
後
七
〇
年
の
怒
り 

─
─ 
反
戦
地
主
と
し
て
伝

え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

中
原
純
子

全
労
協
全
国
一
般
東
京
労
組
・

フ
ジ
ビ
グ
ル
ー
プ
分
会

23

労
働
組
合
と
し
て
役
割
を
果
た
す 
─
─ 
ス
ラ
ッ
プ（
恫
喝
）訴
訟

の
不
当
判
決
に
抗
し
て

︿
東
日
本
大
震
災
・
壊
滅

地
区
復
興
委
員
だ
よ
り	

⑪
﹀	

金
野
正
晴 

13

︿
放
射
能
汚
染
と
向
か
い

合
う
た
め
の
基
礎
知
識 

⑦
﹀	

今
中
哲
二	

96

状況2016 春読書ノート ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
日
本

 

差
別
扇
動
処
罰
の
普
遍
性
と
多
様
性

前
田
　
朗
124

東
京
造
形

大
学
教
授

︿
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
と
闘
う
た
め
に		

②
﹀

︿
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
﹀　

●
世
界
労
連
と
と
も
に
、前
へ
！　

世
界
労
連
書
記
局（
ギ
リ
シ
ャ
・

ア
テ
ネ
）
／
●
社
会
主
義
に
む
け
て
闘
う
中
で
国
際
連
帯
を　

サ
ル
ヴ
ァ
シ
オ
ン
・
Ｍ
・
コ
ル
プ
ス（
フ
ィ
リ
ピ
ン

共
産
党（
Ｐ
Ｋ
Ｐ
‐
１
９
３
０
）教
育
局
長
）
／
●
戦
争
を
防
ご
う
！ 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
権
力
を
倒
そ
う
！　

労
働
社
会
科

学
研
究
所
運
営
委
員
会（
韓
国
）
／
●
韓
日
女
性
労
働
者
の
連
帯
で
戦
争
反
対
！　

チ
ョ
ン
‐
ヨ
ン
オ
ク（
韓
国
・

民
主
労
総
釜
山
一
般
労
働
組
合
副
委
員
長
）
／
●
真
の
ア
ジ
ア
平
和
と
朝
日
国
交
正
常
化
を
！　

在
日
本
朝
鮮
民

主
女
性
同
盟
中
央
本
部
／
●
ト
ル
コ
空
軍
が
ロ
シ
ア
軍
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
を
撃
ち
落
と
し
た
本
当
の
理
由　

ガ
レ
ス
・

ポ
ー
タ
ー
／
●
共
産
党
労
働
者
党
国
際
会
議
の
作
業
グ
ル
ー
プ
が
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
会
合　

Ｒ
‐
ア
ル
ン
‐
ク

マ
ル
●
核
武
力
の
発
展
速
度
は
、米
国
の
行
動
如
何
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
だ
ろ
う　

朝
鮮
外
相
の
ロ
シ
ア
・
タ
ス

通
信
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
●
米
韓
合
同
軍
事
演
習
中
止
を
求
め
る
日
本
か
ら
の
緊
急
共
同
声
明
／
●
文
科
省
の

補
助
金
交
付
に
関
す
る
地
方
自
治
体
へ
の
通
知
は
前
代
未
聞
の
差
別
行
為　

朝
鮮
学
校
の
代
表
が
談
話

97

生
も
の
な
れ
ば

歌
人

113

荒
川
源
吾

︿
短
歌
﹀

お
坊
ち
ゃ
ま

122

笑

い

茸

︿
川
柳
／
笑
歌
﹀『

ピ
エ
ロ
の
赤
い
鼻
』（
ジ
ャ
ン
・
ベ
ッ
ケ
ル
監
督
）

Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
受
講
生

87

伊
藤
龍
哉

︿
映
画
再
見
﹀

東
京
・
子
ど
も
と
教
科
書

を
考
え
る
府
中
の
会

170

日
本
の
近
現
代
史
に
改
め
て
向
き
合
お
う 

─
─ 

安
倍「
七
〇
年
談
話
」

に
惑
わ
さ
れ
ぬ
た
め
に

加
藤
健
一

電
気
産
業

労
働
者

164

ど
う
や
っ
て
運
動
を
作
っ
て
い
く
の
か
？ 

─
─ 

職
場
で
仲
間
を
つ
く
る

こ
と
の
大
切
さ　
　

桶
田
　
悟

徳
永
洋
平

大
学
生

165

わ
た
し
の
就
職
活
動
体
験
談 

─
─ 

昨
今
の
大
学
生
の
就
活

事
情
と
企
業
の
対
応

池
谷
猛
雄

山
梨
県
在
住

171

『
帝
国
の
慰
安
婦
』（
朴
裕
河
著
）
の
視
点
へ
の
疑
念 

─
─ 

本
誌
前
号
の
前
田

朗
論
考
を
読
ん
で

発言台


